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福求めにぎわう祭り
　1月３日、300 年の伝統を誇る岩角山大梵天
祭が盛大に催されました。参拝者は、その一部
を身につけていれば、一年の無病息災、家内安
全が約束されるという梵天を手にしようと奪い
合いが勇壮に繰り広げられました。
　詳しくは、9ページカメラ散歩をご覧ください。

平成26年2月号の主な内容
●本宮市成人式
●市民憲章制定
●市長年頭記者会

本宮市イメージキャラクター
まゆみちゃん

福
島

のへそのまち もとみ
や



2広報もとみや 2 月号

　

１
月
12
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み

や
を
会
場
に
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
３
７
５
人
。

式
に
は
、
３
２
０
人
の
新
成
人
が
出

席
、
恩
師
や
市
関
係
者
な
ど
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

高
松
市
長
は「
今
日
か
ら
は
大
人
の

仲
間
入
り
。
責
任
と
判
断
が
求
め
ら

れ
る
。」と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
代

表
の
宗
像
沙
耶
佳
さ
ん
は「
一
人
ひ
と

り
が
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
の
将
来
を

背
負
っ
て
い
け
る
成
人
を
目
指
し
た

い
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
会
場
で
は
、
成
人
式
記

念
事
業
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
恩
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
小
・

中
学
校
時
代
の
思
い
出
の
フ
ィ
ル
ム

上
映
を
行
い
ま
し
た
。

　

晴
れ
着
姿
、
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人

た
ち
は
、
旧
友
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
び
、
思
い
出
話
や
記

念
撮
影
を
し
旧
交
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

祝新成人新成人１２人に
聞きました！！
あなたの夢
目標
やりたいことは

新
成
人
３
７
５
人
の
門
出

郷
土
を
愛
し
郷
土
の
将
来
を
背
負
う

決
意
を
胸
に
羽
ば
た
く



3 広報もとみや ２ 月号

　
私
た
ち
は
、
昨
年
の
１０
月
か
ら
１８
名

の
仲
間
で
実
行
委
員
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
初
め
の
う
ち
は
手
探
り
の
状
況
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
方
の
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、

集
ま
る
回
を
重
ね
る
ご
と
に
記
念
事
業

を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
記
念
事
業
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は

写
真
の
選
別
、
曲
の
選
択
、
全
体
構
成

な
ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
記
念
に

残
る
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

  

本
番
は
、
う
ま
く
い
く
か
不
安
な
点
も

あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

  

式
で
は
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
た

ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、想
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

  

こ
れ
か
ら
は
新
成
人
と
し
て
自
覚
を
持

ち
、
責
任
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
日
々

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

実
行
委
員
の
仲
間
は
も
と
よ
り
諸
先
輩

方
の
激
励
や
助
言
な
ど
、
多
く
の
サ
ポ
ー

ト
を
頂
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１．  新成人を代表して成人証
書を授与される真鍋俊亮
さん

２．  代表 謝 辞を述べる宗像 
沙耶佳さん

３．祝辞を述べる高松市長

▲�ピアノ　伊藤香奈さん ▲�渡辺涼太さん ▲�渡辺真理さん

成人式記念事業
実行委員会委員長

（本宮二中出身）
伊藤　裕司

③ ② ①



TOPICS 話 題題

4広報もとみや 2 月号

本
宮
市
民
憲
章
が

　

制
定
さ
れ
ま
し
た

わ
た
く
し
た
ち
は
、
美
し
い
安
達
太
良
山
を
望
み
、

阿
武
隈
川
の
豊
か
な
流
れ
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
に
大
き
な
夢
を
抱
い
て
躍
進
す
る
本
宮
市
の
市
民
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
本
宮
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、

新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
自
然
と
共
に
生
き
る
住
み
よ
い
も
と
み
や
を

つ
く
る
た
め
に
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

本
宮市

民
憲
章

１
．
水
と
緑
を
大
切
に
す
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。　

２
．
支
え
あ
い
の
輪
が
広
が
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

３
．
豊
か
な
文
化
を
は
ぐ
く
む
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

４
．
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

５
．
元
気
に
働
き
、
夢
を
実
現
す
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
共
通
の
目
標
で
あ
り
、
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
市
民

憲
章
の
制
定
に
向
け
て
、
市

民
の
代
表
者
な
ど
12
人
に
よ

る「
本
宮
市
市
民
憲
章
及
び

市
民
の
歌
検
討
委
員
会
」で

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
文
案
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
と
し
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
く
印
象

深
く
感
じ
ら
れ
る
憲
章
、
音

読
し
た
時
に
心
地
よ
く
耳
に

入
っ
て
く
る
憲
章
、
簡
潔
で

わ
か
り
や
す
い
憲
章
を
制
定

し
た
い
と
し
て
検
討
委
員
会

で
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
１
月
１
日

付
で「
本
宮
市
民
憲
章
」が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、こ
の
市
民
憲
章
が
、

各
種
会
合
・
式
典
・
大
会
な

ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
集
ま
る

場
で
唱
和
さ
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
慣
れ
親
し
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。



TOPICS 話 題題

5 広報もとみや 2 月号

市内住所で公立幼稚園・保育所
へ通う第１子は、所得税非課税
世帯で無料、課税世帯は一律月
額5,000円を助成。第２子につい
ては、すべて無料へ
私立についても、公立を限度額
に助成。（詳しくは15ページ）

子どもたちの運動機会の確保
と体力向上のため「しらさわグ
リーンパーク記念樹の杜」の敷
地を利用し、屋外遊び場を整
備する。

小・中学校の学習環境の向上
と児童生徒の健康保持のため、
市内の全10校の教室などにエ
アコンを設置予定。

残る除染の進行をスピード
アップし、安全で安心な空間
づくりをする。また、残り5地
区の仮置場を春までに決定し、
設置を進めていく。

コンビニ収納・ゆうちょ銀行
収納を4月より、これまでの7
科目から16科目へ拡大予定。
また、コンビニ収納は24時間
納付可に。

今年で3回目となる復興の集い
を3月9日（日）と3月11日（火）の
2日間の実施を予定しており、
本宮市民の歌の発表などを行
う。

　

１
月
９
日
、
高
松
市
長
は
報
道
陣

に
対
し
、
年
頭
の
記
者
会
見
を
開
き
ま

し
た
。
市
長
は
、「
未
来
に
つ
な
が
る
震

災
・
災
害
か
ら
の
復
興
」、「
定
住
促
進

に
つ
な
が
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
安
心
に
つ
な
が
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」を
課
題
に
、
保
育
料
無
料
化・

一
部
助
成
を
含
む
６
つ
の
今
年
の
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

1
月
14
日
、
本
宮
市
に
浪

江
町
避
難
者
の
た
め
の
復
興

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、

樵き
こ
り

隆
男
福
島
県
企
画
調
整
部

避
難
地
域
復
興
局
長
立
ち
会

い
の
も
と
、
馬
場
有
浪
江
町
長

と
高
松
義
行
本
宮
市
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
長
は
、「
復
興
へ
の

次
の
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
、
避
難

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
良
質
な
復

興
公
営
住
宅
を
作
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
育
料
無
料
化
・
一
部
助
成
へ

復
興
公
営
住
宅
建
設
へ

馬
場
町
長
は「
人
間
生
活
を
営

む
以
上
、
住
宅
は
か
か
せ
な

い
。
本
宮
市
で
の
住
宅
を
基
礎

に
生
活
再
建
・
復
旧
復
興
を
考

え
て
い
け
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
復
興

庁
・
県
・
浪
江
町
が
住
民
意
向

調
査
を
行
っ
た
結
果
を
ふ
ま

え
て
、
浪
江
町
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
市
が
今
後
候
補
地
の
選

定
を
進
め
、
早
期
の
完
成
を
目

指
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

▲ 報道陣を前に平成26年の計画を発表する高松市長

▲ 協定書を取り交わした馬場町長（左）と高松市長（中央）
立ち会いの樵避難地域復興局長（右）

▲協定書にサインする馬場町長と高松市長

市
長
年
頭
記
者
会
見
を
開
く

①幼稚園・保育所保育料の全額・一部助成

④スマイルキッズパークの屋外遊び場建設

②小・中学校へのエアコン設置

⑤放射能除染・仮置場設置の推進

③コンビニ収納・ゆうちょ銀行収納の拡大

⑥「本宮市復興の集い2014」の開催

福
島
復
興
へ
の
新
た
な
一
歩



TOPICS 話 題TOPICS 話 題題

6広報もとみや 2 月号

　

１
月
５
日
、
平
成
26
年
消
防
出
初
式
が
本
宮
市

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
消
防

団
関
係
者
約
４
５
０
人
が
参
加
し
、
通
常
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
出
初
式
終
了
後
、
市
街
地
を
分

列
行
進
し
、
本
市
の
消
防
力
を
市
民
に
P
R
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
出
初
式
前
に
は
、
安
達
太
良
神
社
で
無

火
災
・
無
事
故
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
第
５
回
本
宮
ふ
れ
あ
い
書
き
初
め

大
会
が
中
央
公
民
館
と
白
沢
公
民
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
約
１
０
０
人
が
参

加
し
、
福
島
県
書
き
初
め
展
の
課
題
の
文
字
を
書

き
上
げ
た
ほ
か
、
今
年
の
目
標
や
思
い
思
い
の
言

葉
を
１
枚
の
紙
に
参
加
者
全
員
で
書
き
上
げ
ま
し

た
。

　

広
報
11
月
号
で
も
紹
介
し
た
黒
田
絵
理
さ
ん

（
本
宮
一
中
３
年
）が
、
11
月
29
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
、
東
京
都
で
行
わ
れ
た
高
円
宮
杯
全
日
本
中

学
校
英
語
弁
論
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
や
失
敗

し
た
こ
と
を
天
気
予
報
に
例
え
、
悔
や
ま
ず
前
向

き
に
い
く
気
持
ち
を
英
語
で
表
現
し
、
全
国
の
代

表
の
中
の
７
人
に
選
ば
れ
、
決
勝
に
進
み
堂
々
と

英
語
弁
論
を
披
露
し
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
を
開
催

ふ
れ
あ
い
書
き
初
め
大
会
を
開
催

全
国
大
会
で
決
勝
進
出

▲ 分列行進では、荒町から駅前を経由して中央公民館まで行進しました

▲ 中央公民館で行われた書き初めの様子

▲ 約半年間、ALTのキャシー先生（右から2番目）と一対一で英語の練習をしてい
たという黒田さん（中央左）

気
持
ち
新
た
に
無
火
災
を
誓
う

心
静
か
に
筆
を
走
ら
せ
る

英
語
弁
論
黒
田
さ
ん（
本
宮
一
中
）



TOPICS 話 題題

7 広報もとみや 2 月号

　12月4日、糠沢剣道スポーツ少年団が長年の
活躍が認められ福島県スポーツ少年団より優良
団体として表彰状を受けました。また、指導者
の北山市郎さんも長きにわたる指導の功績が認
められ表彰されました。
　糠沢剣道スポ少の皆さんは、12月16日、市役
所を訪れ市長に受賞を報告しました。同スポ少は、
創立34年、スポーツ少年団登録17年になります。

　12月8日、宮城県大崎市で開催された東北ブ
ロック小学生ハンドボール大会において、本
宮ハンドボールスポーツ少年団が見事準優勝
に輝きました。
　本宮ハンドボールスポ少の皆さんは、12月
19日、市役所を訪れ、教育長に報告をしまし
た。キャプテンの鴫原健人さん（本宮小6年）は、
「優勝したかったけど、みんなでとれた準優勝
はうれしい」と喜びを語りました。

「
初
日
の
出
に
誓
う
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
す
が
す
が

し
い
新
年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
い

た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
元
旦
、
午
前
７
時
過
ぎ

に
見
事
な
初
日
が
姿
を
現
し
、
く
っ

き
り
と
丸
い
輪
郭
を
現
し
ま
し
た
。

輝
く
陽
ざ
し
に
向
か
い「
復
興
の
加

速
と
そ
の
歩
み
を
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
共
有
で
き
る
こ
と
」を
誓
い
ま
し

た
。

　

早
い
も
の
で
、
新
年
を
迎
え
１
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
私
の
新
年
は
、

１
月
３
日
、
岩
角
山
岩
角
寺
の
大
梵

天
祭
、
１
月
５
日
、
消
防
出
初
式
の

伝
統
行
事
へ
の
参
加
に
始
ま
り
ま
し

た
。
両
日
と
も
大
変
寒
い
日
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
拝
者
の
皆

様
と
一
年
の「
福
」と「
復
興
」を
願
い
、

消
防
団
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に「
無

火
災
・
無
災
害
と
力
強
い
復
興
」を
誓

い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
１
月
12
日
に
市
の
成
人
式

が
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で
開
催
さ

れ
、
今
年
は
３
７
５
人
が
晴
れ
て
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
か
ら

新
成
人
の
皆
さ
ん
に「
時
代
が
変
わ

り
、
時
が
移
っ
て
も
、『
人
と
人
と
の

関
係
が
基
本
で
あ
る
』と
考
え
て
お

り
、
お
互
い
の
価
値
観
を
認
め
合
い
、

他
人
を
思
い
や
る
、
温
か
い
心
を
持

ち
な
が
ら
、『
為
す
べ
き
事
を
為
す
』

そ
う
し
た
気
概
と
努
力
に
よ
り
、
充

実
し
た
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。」と
の
言
葉
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
成
人
代
表
者
か
ら
は

「
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
を
愛
し
、
郷
土

の
将
来
を
背
負
っ
て
い
け
る
成
人
を

目
指
し
た
い
。」と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
銘
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
に
は
、
本
宮
市
に
浪
江

町
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め

の
復
興
公
営
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、

協
定
書
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
馬
場
浪
江
町
長
に
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
樵
福
島
県
企
画
調

整
部
避
難
地
域
復
興
局
長
の
立
ち
合

い
の
も
と
、
協
定
書
へ
の
署
名
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
変
重
い
責
任
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
復
興
へ
の
次
の
ス

テ
ー
ジ
の
た
め
、
避
難
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、
良

質
な
住
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

責
任
を
持
っ
て
整
備
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
寒
に
入
り
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

寒
さ
が
続
き
ま
す
。
各
地
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
体
調
管
理
に
充
分
ご
留
意
の
う

え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
１
月
20
日
執
筆
）

優良団体・指導者の表彰状授与される 東北ハンドボール大会で準優勝
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本宮市長
高松義行

▲ 師佑太さん（糠沢小6年）、平茉菜さん（和田小6年）、
石川万絢さん（糠沢小6年）が代表して来庁しました

▲ 教育長に受賞を報告する本宮ハンドボールスポ少の皆さん

糠沢剣道スポーツ少年団 本宮ハンドボールスポーツ少年団
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�

上
尾
市
新
春
懇
談
会
に
出
席

　

１
月
５
日
、
埼
玉
県
上
尾
市
で
平
成
26
年
の

新
春
懇
談
会
が
開
か
れ
、
本
宮
市
を
代
表
し
て

高
松
市
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
ま
し
た
。
上
尾

市
は
、
震
災
以
降
継
続
し
て
本
宮
市
を
支
援
し

て
い
た
だ
き
、
昨
年
７
月
に
は
友
好
都
市
協
定

を
締
結
し
、
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

は
、
約
４
０
０
人
の
人
が
訪
れ
、
市
歌
の
斉
唱

や
上
尾
市
栄
誉
賞
の
受
賞
式
な
ど
を
行
い
、
新

し
い
年
を
祝
い
ま
し
た
。

�

各
地
神
社
で
太
々
神
楽
が
奉
納

　

１
月
１
日
午
前
０
時
か
ら
、
荒
井
神
社
、
浮

島
神
社
、
高
松
神
社
、
和
田
神
社
、
長
屋
神
社
、

春
日
神
社
の
６
社
で
太
々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

荒
井
神
社
で
は
、
保
科
有
哉
さ
ん（
本
宮
二
中

３
年
）、
保
科
み
ず
ほ
さ
ん
（
本
宮
二
中
１
年
）、

渡
辺
航
平
さ
ん
（
本
宮
二
中
３
年
）
の
３
人
の
中

学
生
が
所
属
す
る
荒
井
神
社
太
々
神
楽
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
新
年
を
祝
い
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

�

県
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
リ
ー
グ
戦

　

県
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
の
リ
ー
グ
戦
が
昨

年
の
４
月
か
ら
行
わ
れ
、
本
宮
市
の
還
暦
野
球

チ
ー
ム
「
本
宮
ま
ゆ
み
ク
ラ
ブ
」
が
３
部
リ
ー
グ

で
全
勝
優
勝
し
ま
し
た
。

　

来
季
か
ら
は
、
２
部
に
昇
格
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
目
的
は
、「
元
気
な
高
齢

者
づ
く
り
」
と
い
う
本
宮
ま
ゆ
み
ク
ラ
ブ
は
現

在
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
も
友
好
の
輪
を
広
げ
ま
す

年
を
祝
う
舞
を
披
露

宮
ま
ゆ
み
ク
ラ
ブ
リ
ー
グ
優
勝

新

新

本

▲�優勝した本宮まゆみクラブの皆さん。入団希望者は、監督大内まで
090-8256-1746

▲�鏡開きをする上尾市の皆さんと高松市長

▲�荒井神社太々神楽による「大國玉樂」の様子
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�

え
ぽ
か
新
春
お
茶
会
を
開
催

　

１
月
５
日
、
え
ぽ
か
を
会
場
に
年
の
初
め
の

新
春
お
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
若
林
先
生
よ
り
茶
道
に
つ
い
て
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
裏
千
家
若
林
社
中
の

皆
さ
ん
５
人
に
よ
る
お
手
前
で
、
来
館
者
に
お

茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
、
約
１
５
０
人
が
訪
れ
、
本
格
的
な
抹
茶
を

楽
し
み
、心
和
む
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�

K
ふ
ぁ
ー
む
で
交
流
活
動

　

１
月
20
日
、
21
日
の
二
日
間
、
N
P
O
法

人
ア
イ
・
キ
ャ
ン
が
主
催
す
る
復
興
庁「
新
し

い
東
北
」先
導
モ
デ
ル
事
業
が
し
ら
さ
わ
有
寿

園
な
ど
が
あ
る
K
ふ
ぁ
ー
む
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
体
験
活
動
を

通
し
て
、
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
市
内
で
は
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
K
ふ
ぁ
ー
む
を
訪
れ
た
和
田
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
紙
芝
居
や
ク
ッ
キ
ー

作
り
、
鶏
の
卵
洗
い
を
し
、
障
が
い
や
自
然

環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

�

岩
角
山
大
梵
天
祭
が
開
催

　

１
月
３
日
、
和
田
の
岩
角
山
岩
角
寺
で
大
梵
天
祭
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
梵
天
清
め
式
が
行
わ
れ
、
高
松
市
長
、
根
本
復
興
相

な
ど
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
15
本
の
大
梵
天
が
毘
沙
門
堂
へ

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
午
か
ら
は
梵
天
争
奪
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
梵
天
の
一
部

を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
１
年
間
家
内
安
全
・
無
病
息
災
が
か
な

う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
参
拝
者
に
よ
っ
て
、
梵
天

の
奪
い
合
い
が
勇
壮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
お
茶
会

に
生
活
す
る
社
会
づ
く
り
を

年
の
無
事
を
祈
っ
て

新

共

一

▲Kふぁーむ内で飼育されるニワトリの卵をお湯で優しく洗う子どもたち

▲�お茶を楽しむ皆さん

梵天清め式の様子。年頭法語「念ずれ
ば花開く」が掲げられた

競って梵天を奪い合う参拝者の皆さん



のひひひひ ろろろろろ ばばばばここここここどどどどど もももも

本宮市の皆
さんを紹介するページ本本宮市の皆
さんを紹介するページ

みんなのひろば
今月の人
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荒
井
地
区
に
あ
る
光
明
保
育

園
は
、
創
立
10
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
42
人
が

明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
本
園
は
仏
教
の
精
神
を
生

活
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
仏

教
を
通
し
て
お
互
い
に
ま
わ
り

の
人
を
大
切
に
し
合
い
、
何
事

も
感
謝
で
き
る
優
し
い
人
間
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

園
の
行
事
に
も
本
園
の
特
色

が
表
れ
て
い
ま
す
。
運
動
会
や

学
芸
会
の
ほ
か
、
３
歳
以
上
は

二
本
松
の
お
寺
に
行
っ
て
、
花

ま
つ
り
や
お
さ
と
り
会
な
ど
、

今年度は、仕事やプライベートで、
小学校に通う日が続いています。
仕事で伺っている小学校では、改築
工事の関係上、子どもたちと校舎内で
すれ違う機会が多々あります。

▲黄色の園舎が印象的な光明保育園

感謝の気持ち

私 の 随 想 録

　
皆
様
は
、「
感
謝
の
気

持
ち
」
を
ど
の
く
ら
い
記

憶
に
止
め
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
お
世

話
に
な
っ
た
度
合
い
に

も
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、

日
常
の
何
気
な
い
会
話

程
度
の
中
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
私
は
と
て
も

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
仕
事
の
関
係
上
、

あ
る
小
学
校
に
ほ
ぼ
毎

日
通
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
ト
イ

レ
の
工
事
を
行
っ
て
い
た
時
、
休
み

時
間
に
な
り
、
低
学
年
の
男
の
子
が

友
だ
ち
数
人
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
人
の
子
の
背
中
を
見
る

と
、
泥
だ
ら
け
で
し
た
。「
背
中
、
泥

だ
ら
け
だ
け
ど
、
ど
う
し
た
？
」と
、

思
わ
ず
声
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
子
は
す
ぐ
に
、「
外
で
遊
ん

で
い
て
転
ん
だ
だ
け
で
す
。
大
丈
夫

で
す
。」
と
、
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
少
し
気
に
な
っ
た
の
で
、
ト
イ
レ

で
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
友

達
と
楽
し
そ
う
に
転
ん
だ
話
な
ど
を

し
て
い
た
の
で
、
安
心
し
、
そ
の
ま

ま
工
事
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
そ
の
事
自
体

も
忘
れ
て
い
た
あ
る
日
、
廊
下
で
一

人
の
男
の
子
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。「
こ
の
前
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
よ
く
見
る
と
、
先
日
の

男
の
子
で
し
た
。
屈
託
の
な
い
笑
顔

で
、「
感
謝
の
気
持
ち
」を
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
大
人
の
私
で
さ
え
数
日
経
過
す
る

と
、「
感
謝
の
気
持
ち
」を
忘
れ
て
し

ま
う
の
に
、
男
の
子
は
、
日
常
会
話

程
度
の
事
で
も
し
っ
か
り
と
自
分
の

記
憶
に
止
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
何
気
な
い
日
常
の
体

験
で
し
た
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

反
面
、
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
自
分

が
恥
ず
か
し
く
も
さ
え
感
じ
ら
れ

た
と
と
も
に
、「
感
謝
の
気
持
ち
」は
、

お
世
話
に
な
っ
た
度
合
い
で
は
な

く
、
意
識
し
て
常
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
事
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

来
月
は
、
渡
辺
賢
一
さ
ん
（
長
屋
字

坊
の
内
）の
予
定
で
す
。

大内  貴 志

園長　大嶋　キイ
【園児数】４２人

（平成 26年 1月 1日現在）

さん
TAKASHI OOUCHI
（本宮字舘町）

仏
教
に
関
係
し
た
行
事
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
深

い
人
格
を
養
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
鼓
笛
を
演
奏
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
本
園
の
特
色

が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力

し
て
鼓
笛
を
演
奏
す
る
こ
と
で
、

協
調
性
、
忍
耐
力
、
責
任
感
な

ど
や
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ

る
喜
び
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
鼓
笛
を
通
じ
て

警
察
署
の
春
、
秋
の
交
通
安
全

運
動
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
方
々
に
も
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

保
育
園
に
お
客
様
が
い
ら
っ

光明保育園
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活躍人訪問
Interview No.44
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声
援
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
中
に

は
、避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
い
て
、

涙
し
な
が
ら
声
援
を
送
っ
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
よ
さ
こ
い

を
通
し
て
自
分
た
ち
も
元
気
に
な

る
し
、
お
客
さ
ん
も
元
気
に
で
き

る
こ
と
を
実
感
で
き
る
の
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

■ 

照
準
は
う
つ
く
し
ま
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り

　

私
た
ち
チ
ー
ム
は
、
９
月
に
行

わ
れ
る「
う
つ
く
し
ま
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
」を
目
標
に
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
振
付
を
変
え
て
み

た
り
、小
道
具
を
使
っ
て
み
た
り
、

工
夫
を
し
な
が
ら
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
練
習
は
、
毎
週
火
曜
日
午

後
７
時
30
分
か
ら
仁
井
田
地
区
公

民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
経
験
年

齢
問
わ
ず
新
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
練
習
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
私
の
趣
味　

　

家
庭
菜
園
と
お
菓
子
作
り
が
好

き
で
す
。
家
庭
菜
園
は
、
本
格
的

に
や
っ
て
み
よ
う
と
、
季
節
に
合

わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の
野
菜

は
、
や
わ
ら
か
く
、
味
も
あ
っ
て

お
い
し
い
で
す
よ
！

見てくれる方の声援が励みになると話す
渡辺さん

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　水原ゆき、あにき
◆本　名：原田幸美
◆出　身：福島県浪江町
◆趣　味：
　カラオケ、料理、晩酌、　
　映画鑑賞

◆担当番組：水原ゆきのThe best 蓄音機
　（毎週金曜日　午前10時30分～）
　（再放送毎週日曜日　午後7時30分～）
◆ リスナーに一言：
水原ゆき：いつも聞いて下さっている皆様に感謝

皆様の感想もじゃんじゃん送って下さいネ?
　あにき：ありがとごぜぇます

■ 

自
分
た
ち
も
お
客
さ
ん
も
楽
し
め
る

踊
り
を

　

に
い
た
Y
O
S
A
K
O
I
は
結
成

12
年
に
な
る
チ
ー
ム
で
す
。
当
時
、
あ

だ
た
ら
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ
ん
か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
っ
て
、
交
通
安
全
母
の

会
の
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
始
ま
っ

た
女
性
チ
ー
ム
で
す
。
会
員
は
現
在
10

人
。
30
代
か
ら
60
代
ま
で
幅
広
い
年
代

の
人
た
ち
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
う
つ
く
し
ま
復
興

P
R
隊
の
一
員
と
し
て
、
群
馬
や
秋

田
な
ど
県
外
に
行
く
機
会
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
る
の
は
、

向
こ
う
の
観
客
の
方
の
反
応
が
す
ご
い

こ
と
で
す
。
踊
っ
て
る
最
中
で
も
、「
頑

張
れ
！
」と
か「
応
援
し
て
る
よ
！
」と

に
い
た
Y
O
S
A
K
O
I
踊
り
隊

 

代
表　

渡
辺　

初
恵 

さ
ん

し
ゃ
い
ま
す
と
「
子
ど
も
た
ち

が
挨
拶
を
し
っ
か
り
し
て
く
れ

て
う
れ
し
い
」
と
皆
様
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
の
時
期
に
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
人
に
な
っ
て
も
周
り
の
人

と
気
持
ち
よ
い
関
係
を
築
い

て
い
か
れ
る
よ
う
に
保
育
者

も
学
び
合
い
な
が
ら
日
々
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

▲鼓笛を通して子どもたちは成長します
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（※１） 上位所得とは、国民健康保険税の算定の基
礎となる基礎控除後の総所得金額が600万
円を超える世帯となります。所得の申告を
していない方がいる世帯も上位所得として
みなされます。

（※２） 過去12カ月間に、１つの世帯で高額療養費
の支払が４回以上あった場合の４回目以降
の限度額

【４回目以降も３回目までの限度額で請求となっ
た場合】
　高額療養費の手続きが必要となります。
　※手続きに必要なもの…病院等の領収書、
　　　　　　　　　　　　世帯主の通帳、認印

◆問い合わせ先
　市民課国保年金係
　☎３３－１１１１（内線１２５～１２７）

　

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
、
ひ
と

月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額

以
上
に
な
っ
た
場
合（
別
表
参
照
）、

い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
、
後
で
市
の
国
民
健
康
保
険
か

ら
高
額
療
養
費
と
し
て
お
返
し
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
限

度
額
適
用
認
定
証
及
び
被
保
険
者
証

（
70
歳
以
上
の
方
は
高
齢
受
給
者
証
）

を
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え
る

分
を
支
払
う
必
要
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問

看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

70
歳
未
満
の
方
と
70
歳
以
上
の
非

課
税
世
帯
等
の
方
は
、
事
前
に
国
保

年
金
係
で
申
請
を
行
い
、
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
の
際
は
、
国
保
被
保
険

者
証
・
認
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
国
保
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た「
認
定
証
」を
提
示
し
な
い
場
合

や
、
同
月
中
に
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
な
ど
で
も
従
来
ど
お
り
の

手
続
き（
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
を
し
、
差
額
が
後
日
支
給
）

と
な
り
ま
す
。

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額
※２

一　　般 80,100円＋（医療費－
267,000円）×１％ 44,400円

上位所得
※１

150,000円＋（医療費
－500,000円）×１％ 83,400円

住民税非
課税世帯 35,400 円 24,600円

金
年
保
国

り
よ
だ

り
よ
だ

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

限
度
額
を
超
え
た
支
払
い
が

な
く
な
り
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
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地域包括支援センターだより

　認知症の症状である「徘徊」により、家を出
て行ってしまい戻れなくなったり、事故に遭
うことがあります。徘徊したときに、高齢者
の居場所を把握し事故を未然に防げるよう、
位置情報端末機（ＧＰＳ）を貸出ししています

　地域の方が認知症について正しく理解し、
認知症の方やその家族を見守り支えていただ
くため、出前講座を行っています。これまで
に、約１,６００人の方に受講していただいて
います。

市では、認知症になっても安心して暮
らせるまちづくりのため、さまざまな
取り組みを行います。

　認知症の診断があり要介護３で「認知症高
齢者の日常生活自立度」がⅢ以上の方を、６カ
月以上在宅で介護している家族の方に、手当
を支給しています。（所得により対象外あり）

　認知症の症状や受診、介護などについてのご相談や、認知症サポーター養成講
座の受講希望については、地域包括支援センターまでお気軽にご連絡ください。
◆問い合わせ先：本宮市地域包括支援センター　☎６３－２７８０

　地域包括支援センター（高齢福祉課内）で
は、認知症を含む高齢者に関するさまざまな
相談を随時受け付けています。

　認知症の方の介護者同士で相談や交流を
図る自主組織「なごみ会」の支援を行っていま
す。

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ

い
ろ
な
原
因
で
脳
が
萎
縮

し
た
り
働
き
が
低
下
し
、

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

状
態
を
指
し
ま
す
。

  

基
本
的
な
症
状
と
し
て

は
、

①
記
憶
障
害
：
新
し
く
覚

え
ら
れ
ず
、
思
い
出
せ
な

い
。
②
見
当
識
障
害
：
日

付
や
時
間
、
季
節
、
場
所
、

人
間
関
係
等
が
分
か
ら
な

い
。
③
理
解
・
判
断
力
の

障
害
：
考
え
る
ス
ピ
ー
ド

が
遅
い
。
２
つ
以
上
の
こ

と
を
処
理
で
き
な
い
。
④

実
行
機
能
障
害
：
物
事
の

段
取
り
が
で
き
な
い
。
服

の
着
方
や
道
具
の
使
い
方

が
分
か
ら
な
い
。
な
ど
が

現
れ
ま
す
。

　

性
格
、
環
境
、
人
間
関

係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
り
起
こ
る
症
状
と

し
て
は
、

①
不
安
感
、
焦
り
、
う
つ

状
態
：
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り

落
ち
込
む
。
訳
も
な
く
涙

が
で
る
。
②
妄
想
：
事
実

と
異
な
る
こ
と
を
強
く
思

い
込
む
。
③
徘
徊
：
す
ぐ

外
に
出
て
行
こ
う
と
し
た

り
、
目
的
も
な
く
歩
き
回

る
。
④
興
奮
・
暴
力
：
夜

中
に
急
に
騒
ぎ
出
す
。
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
声
を
荒

げ
る
。
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

　

認
知
症
の
中
に
は
、
薬

で
進
行
を
遅
ら
せ
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
、
早
い
時
期

か
ら
治
療
を
始
め
る
こ
と

で
、
健
康
な
時
間
を
長

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
早
期
発
見
が
と
て
も

大
切
で
す
。
気
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に

主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

家
族
が「
認
知
症
」に
…
そ
の
と
き
の
た
め
に

ご
存
じ
で
す
か
？

認
知
症

徘徊高齢者家族支援

認知症サポーター養成講座

ともに認知症家族を
　　　　　　支えます

認知症在宅高齢者介護手当

　　介護について相談にのります　　　

総合相談窓口

認知症家族会
「なごみ会」の支援

気軽に
相談



◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来 39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎 500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎 500 ☎44－2112

学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

本宮は みんなが愛する 本の街

しらさわ夢図書館・中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

新着本
イイイイ イイベベ イインン イイトト

キャラクター
モトム（本夢）くん

＊絵本・児童書・紙芝居 一般書・実用書＊＊ ＊
しらさわ夢図書館のおはなし会
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■妊婦さんへのおはなし会
と　き：2月21日（金）10:30 ～ 10:50
対　象： 妊婦さんとその家族

■赤ちゃんおはなし会
と　き：2月21日（金）11:00 ～ 11:20
対　象：赤ちゃんとその保護者

■リトルおはなし会
と　き：2月23日（日）10:30 ～ 11:00
対　象： 幼児とその保護者

■小学生のためのおはなし会
と　き：2月23日（日）11:15 ～ 11:45
対　象： 小学生とその保護者、子ども

の読書に関心のある大人

※ おはなし会などの内容については、
お問い合せください。

･きっずジャポニカ ......................................尾木　直樹
･１００円ショップでそろうかんたん工作マジック１～３
　　 ............................................................庄司　タカユキ
･もっとこういうときどうするんだっけ ...........辰巳　渚
･舟をつくる .................................................関野　吉晴
･嵐にいななく .......................Ｌ．Ｓ．マシューズ
･学習に役立つ！なるほど新聞活用術１～２
　　 ............................................................................市村　均
･昆虫びっくり観察術１～２ ..................石井　誠
･ならべてくらべる動物進化図鑑 ....川崎　悟司
･月と太陽ってどんな星？ .......................縣　秀彦
･ぼくがとぶ ............................................佐々　木マキ
･オクサ・ポロック .............................アンヌ　プリショタ
･水の精とふしぎなカヌー .......................岡田　淳
･変身のなぞ ............................................原田　佐和子

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く場合がありますので、
ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

･ 人原発ホワイトアウト ............................若杉　冽
･不祥事  ...........................................................池井戸　潤
･人生の原則 ...................................................曽野　綾子
･夢をかなえるゾウ２ ..............................水野　敬也
･はじめての園児のおべんとう .....渥屋　真由美
･タニタのＤr.がすすめるスローカロリーレシピ ...池田　義雄
･ひとつの素材があれば ......................牧田　敬子
･東北初の震災論 .......................................山下　祐介
･幸せをつくる、ナースの私にできること ....石井　美恵子
･ぜんぶわかる最先端医療 .......................菊地　眞
･たのしいお灸 ............................................横山　美樹
･実はスゴイ！大人のラジオ体操 .中村　格子
･出会った人が運命の人 ......................山川　絋矢
･無縁介護 .......................................................山口　道宏
･強い会社の教科書 .......................................小山　昇
･原発事故と農の復興 ............................小出　裕章
･幸せな成功者が教えてくれた長財布のヒミツ ....はづき虹映

生
き
た
英
語
を
体
験

 

〜
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
学
ぶ
楽
し
い
英
会
話
教
室
〜　

　

中
央
公
民
館
で
は
、
11
月
か
ら
２
月
に
わ

た
り
Ａ
Ｌ
Ｔ（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）と
学
ぶ
楽
し
い
英
会
話
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
皆
さ
ん
は
小
・
中
学
校

の
英
語
の
授
業
で
教
師
の
補
助
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か

ら
日
本
に
招
致
し
て
い
る
青
年
た
ち
で
す
。

　
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
は
、

今
回
が
初
め
て
の
こ
こ
ろ
み
で
し
た
が
、
自

己
紹
介
や
趣
味
な
ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
行
わ

れ
、
受
講
者
と
講
師
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
で
行

う
授
業
と
は
一
味
違
い
、
毎
回
楽
し
い
英
会

話
教
室
の
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
行
き
ま

す
。

春
に
向
け
準
備
を
し
ま
し
た

 

〜
蘭
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
〜　

　

白
沢
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
講
座「
蘭
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」を
昨
年
６
月
か
ら
３

月
ま
で
４
回
の
学
習
会
の
予
定
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
講
師
に
は
蘭
の
花
の
愛
好
者
の
増

子
忠
男
先
生（
本
宮
市
在
住
）を
お
迎
え
し
て
、

年
間
を
と
お
し
た
花
の
管
理
方
法
や
株
分
け

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

12
月
11
日
、
第
３
回
目
の
講
座
が
行
わ
れ
、

６
月
の
講
座
受
講
後
の
自
宅
で
の
鉢
の
管
理

状
況
を
報
告
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
育
て
た

鉢
植
え
の
蘭
を
持
ち
寄
り
、
つ
ぼ
み
が
付
い

た
株
を
嬉
し
そ
う
に
見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
回
と
な
る
３
月
の
学
習
会
で
は
、
受

講
者
が
手
を
か
け
て
咲
か
せ
た
蘭
の
鉢
植
え

で
、
講
座
生
同
士
で
の
展
示
会
を
予
定
し
て

お
り
、
冬
期
間
の
株
の
管
理
を
再
確
認
し
て

い
ま
し
た
。

▲ 冬の間の株の手入れの説明を受ける受講者
▲  参加者はネイティブスピーカーの生きた英語を
学びました

う
授
業
と
は
一
味
違
い
、
毎
回
楽
し
い
英
会

話
教
室
の
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
行
き
ま

で
、
講
座
生
同
士
で
の
展
示
会
を
予
定
し
て

お
り
、
冬
期
間
の
株
の
管
理
を
再
確
認
し
て
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集

健
　
康

福
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教
　
育

観
光・文
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業
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お らせ知
◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来 39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎 500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎 500 ☎44－2112

学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

15 広報もとみや 2 月号

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

　

本
宮
市
は
、
人
口
増
対
策
の
一
環
と
し

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
次
の
子
育
て
支
援

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
助
成
の
対
象

　

 　

保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
に
通
所
ま
た

は
通
園
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
世

帯
。

◆
助
成
の
内
容

　

 　

公
立
保
育
所
…
所
得
税
非
課
税
世
帯

は「
全
額
助
成（
無
料
）」と
し
ま
す
。
所

得
税
課
税
世
帯
に
は「
月
５
，
０
０
０

円
」を
助
成
し
ま
す
。

　

 　

公
立
幼
稚
園
…
所
得
税
非
課
税
世
帯

は「
全
額
助
成（
無
料
）」と
し
ま
す
。

◆
助
成
の
対
象

　

 　

兄
や
姉
が
、
保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
て
、
そ
の
弟
や
妹
が
保
育

所
ま
た
は
幼
稚
園
に
通
所
ま
た
は
通
園

す
る
場
合
。

◆
助
成
の
内
容

　

 　

私
立
保
育
所
に
第
２
子
が
通
所
し
て

い
る
場
合
…
公
立
保
育
所
で
行
う
助
成

額
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　

私
立
幼
稚
園
に
第
２
子
が
通
園
し
て
い

る
場
合
…
月
４
，
０
０
０
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

私
立
保
育
所
に
通
所
し
て
い
る
場
合

◆
助
成
の
内
容

　

 　

公
立
保
育
所
で
行
う
助
成
を
上
限
に

助
成
し
ま
す
。所
得
税
非
課
税
世
帯
は
、

３
歳
未
満
で「
月
１
９
，
５
０
０
円
」、

３
歳
以
上
で「
月
１
６
，
５
０
０
円
」が

上
限
と
な
り
ま
す
。
所
得
税
課
税
世
帯

は
、
一
律「
月
５
，
０
０
０
円
」を
助
成

し
ま
す
。

◆
助
成
の
条
件

　

 　

公
立
保
育
所
入
所
要
件
と
同
じ
く
市

内
に
住
所
を
有
し「
保
育
に
欠
け
る
」場

合
で
す
。

私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
場
合

◆
助
成
の
内
容

　

 　

公
立
幼
稚
園
で
行
う
助
成
を
上
限
に

助
成
し
ま
す
。所
得
税
非
課
税
世
帯
は
、

「
月
４
，
０
０
０
円
」が
上
限
と
な
り
ま

す
。

　

 　

保
育
料
か
ら
就
園
奨
励
費
を
差
し
引

い
た
額
が
４
，
０
０
０
円
を
下
回
る
場

合
は
、
そ
の
額
と
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
教
育
委
員
会

　

幼
保
学
校
課　

幼
保
教
育
係

　

☎
33

－

１
１
１
１（
内
線
２
３
５
）

　２月２８日（金）まで、市の指定医療機関で受診できます。受診の際には、個別検診用受診録が必要と
なりますので、お問い合わせください。
◆問い合わせ先　保健課（えぽか内）健康増進係　☎６３－２７８０

がん検診を受けましょう ～定期的に検診を受けて早期発見することが大切です～
無料クーポン券対象の方も忘れずにお受けください。

　子宮頸がんは、20～ 30代の女性が発症するすべてのがん
の中で第1位の病気で、若い女性の間で急増している病気で
す。早期がんのうちに発見して治療すればほとんど治癒が望
めるがんです。

　乳がんは30代から急増し、40～ 50歳代の女性に特に多くみ
られます。30代に入ったら、乳がんの危険年齢です。無症状
のうちに検診を受診した人では、早期の乳がんが発見される可
能性が高く、その段階で治療すれば、治療の経過も良好です。

子宮頸がん検診乳がん検診

保
育
料
を
助
成
し
ま
す
！

保
育
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

助
成
し
ま
す

第
２
子
の
保
育
料
全
額
を

助
成
し
ま
す

私
立
保
育
所
・
幼
稚
園
保
育
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

20歳以上の女性
・子宮頸がん検診無料クーポン券対象者
　（21歳・26歳・31歳・36歳・41歳の方）

30歳以上の女性
・乳がん検診無料クーポン券対象者
　（41歳・46歳・51歳・56歳・61歳の方）
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16広報もとみや 2 月号

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
　

ミ
ナ
オ
オ

㈱（
３
３

―

１
０
０
１

）

宮
本

市

崎
戸
字
木
高

63

３
地
番

㈲

業
工
設
光

所（
３
３

―

５
９
８
１

）

　

宮
本

市

番
２
市
孫
字
田
青

地
25　

　
㈱

設
山
小

備（
３
３

―

１
３
０
３

）

宮
本

宮
本
市

町
仲
字

39

地
番

　　
㈲

工
機
住
藤
須

業

４
３
（

―

）
８
２
５
５

宮
本

宮
本
市

字
小
幡
33

１
地
番

　
㈱

マ
カ
タ

ツ（
３
３

―

２
４
２
５

）

宮
本

宮
本
市

字
一

屋
ツ

12

７
地
番

㈲

水
和
野
浜

道（
３
３

―

８
８
７
２

）

宮
本

宮
本
市

田
塩
字

49

２
地
番

㈲

設
宮
本

備（
３
３

―

２
９
５
２

）

宮
本

宮
本
市

１
地
番
４
４
１
裡
町
南
字

（
４
４
―
４
５
４
２
）

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

！
㈲
三
和
設
備

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

県
内
で
も
お
な
じ
み
の「
み
ち
の
く
ボ
ン

ガ
ー
ズ
」を
お
招
き
し
て
、
自
殺
予
防
に
つ

い
て
の
わ
か
り
や
す
い
ミ
ニ
コ
ン
ト
を
交
え

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会
に
参
加

し
て
自
殺
予
防
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
笑

う
こ
と
で
明
る
く
健
康
な
心
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

◆
日
時　
２
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
開
場

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

◆
場
所　
え
ぽ
か　

健
康
増
進
広
場

◆ 

定
員　

２
０
０
人（
ロ
ビ
ー
の
大
型
テ
レ

ビ
で
同
時
中
継
し
ま
す
の
で
定
員
を
超
え

て
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。）

◆
申
込
方
法　
電
話
で
申
込

◆
内
容

　

 「
あ
な
た
の
一
声
で
助
か
る
命
は
あ
る
」

◆
出
演　
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ

　

※ 

詳
し
く
は
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）

　

健
康
増
進
係　

☎
63

－
２
７
８
０

　

全
３
回
コ
ー
ス
の
最
終
講
座
で
す
。

　

前
回
の
講
座
の
受
講
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
お
申
し
込
み
可
能
で
す
。
よ
り
多
く
の

方
に「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
し
て
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

 

※ 『
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
』と
は
、
本
人
が
抱

え
て
い
る
悩
み
に
気
づ
き
、
手
を
差
し

伸
べ
、
支
援
に
つ
な
げ
る
方
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

◆
日
時　
２
月
７
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

◆
場
所　
え
ぽ
か　

中
会
議
室

◆
定
員　
先
着
60
人

◆
申
込
期
限　
２
月
６
日（
木
）

◆
申
込
方
法　
電
話
で
申
込

◆
内
容

　

<

演
習>

　
　

 「
対
応
が
難
し
い
相
談
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問
題

－

理
解
と
対
応
の

工
夫

－

」

　
<

講
師>　

福
島
県
立
医
科
大
学

　
　
　
　
　

臨
床
心
理
士　

本も
と
や谷　

亮
氏

　

事
例
を
も
と
に
演
習
を
中
心
に
行
い
ま
す

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）

　

健
康
増
進
係　

☎
63

－

２
７
８
０

　

11
月
に
配
布
し
た
ガ
ラ

ス
バ
ッ
ジ
の
回
収
を
行
い

ま
す
。

● 

市
内
の
小
・
中
学
校
・

幼
稚
園
・
市
立
の
保
育

所
・
認
可
保
育
所
に
通

わ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん

は
、
各
施
設
で
回
収
と
な
り
ま
す
。

● 

市
外
の
小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
私
立
保

育
所
・
ど
こ
に
も
通
わ
れ
て
い
な
い
乳
幼

児
、
妊
婦
の
方
は
次
の
日
程
で
回
収
と
な

り
ま
す
。

◆
日
時　
２
月
27
日（
木
）か
ら
28
日（
金
）

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
30
分

◆
場
所　
え
ぽ
か　

２
階　

保
健
課

※ 

現
在
ご
使
用
中
の
バ
ッ
ジ
を
回
収
後
、
専

門
業
者
に
分
析
を
依
頼
し
、
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
回
収
が
遅
れ
る
こ
と
で
正

し
い
結
果
を
出
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）健
康
増
進
係

　

☎
36

－

２
７
８
０

　

東
北
税
理
士
会
二
本
松
支
部
で
は
、
税
理

士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
２
月
23
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◆
場
所　
中
央
公
民
館
１
階　

第
１
研
修
室

◆
問
い
合
せ
先　

　

東
北
税
理
士
会
二
本
松
支
部

　

☎
33

－

５
５
３
５

今月のボディリメイクスクール
お友だちを誘って参加しませんか
　　と　き：  ２月21日（金）18：30 ～

２月24日（月）13：30 ～
　　ところ：えぽか　健康増進広場
　　もちもの：  水分補給用の飲み物
申込は不要です。動きやすい服装でお
いでください。

◆ 問い合わせ先
保健課（えぽか内）健康増進係
☎６３－２７８０

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
の
回
収
と
配
布

に
つ
い
て

税
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

本
宮
市
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

笑
っ
て
学
ぶ
心
の
健
康
づ
く
り
講

演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

本
宮
市
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
座（
上
級
編)

開
催
の
お
知
ら
せ
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17 広報もとみや 2 月号

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

　

第
８
回
市
民
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　
３
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

◆
場
所　
本
宮
第
一
中
学
校
体
育
館

◆
参
加
費　
無
料

◆ 

種
目　
競
技
部
門（
一
般
男
子
・
女
子
）・

交
流
部
門

◆
申
込
方
法　

　

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け

　

の
申
込
書
に
よ
り
受
付

◆
申
込
期
限　
２
月
20
日（
木
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎ 

33

－

２
６
１
１

　

第
８
回
市
民
卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

◆
日
時　
３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

◆
場
所　
総
合
体
育
館

◆
参
加
費

　

団
体
２
，
０
０
０
円

　
（
中
学
生
１
，
０
０
０
円
）

　

個
人　

８
０
０
円

　
（
60
歳
以
上
４
０
０
円
、
中
学
生
３
０
０

　

円
）

◆
種
目

　

団
体
戦（
男
女
別　

１
チ
ー
ム
４
人
）

　

 

個
人
戦（
男
女
別
中
学
生
・
男
女
別
一
般
・

60
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
）

◆
申
込
方
法

　

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け

　

の
申
込
書
に
よ
り
受
付

◆
申
込
期
限　
２
月
20
日（
木
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
33

－

２
６
１
１

　

平
成
26
年
度
の
利
用
申
込
を
受
付
ま
す
。

　

仲
間
づ
く
り
や
健
康
指
導
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
、
趣
味
を
生
か
し
た
活
動
や
入
浴
を
楽
し

み
、
い
つ
ま
で
も
健
康
を
維
持
す
る
事
業
で

す
。
料
金
、
利
用
で
き
る
曜
日
や
場
所
・
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆ 

対
象　
本
宮
市
内
在
宅
の
65
歳
以
上
の
方

で
介
護
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
利
用
日　
週
１
回（
祝
日
を
除
く
）

◆
申
込
期
限　
２
月
28
日（
金
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課　
（
え
ぽ
か
内
）長
寿
福
祉
係

　

☎
63

－

２
７
８
０（
内
線
２
８
６
）

　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ぶ
く
ま
荘

　

☎
33

－

１
８
３
８

　

白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
44

－

２
１
３
３

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
で
は
、
現
在
専
門
家
に

よ
る
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

２
月
の
講
師
は
、「
弁
護
士
」で
す
。

◆
日
時　
２
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　
法
テ
ラ
ス
二
本
松

　
　
　
　
（
二
本
松
図
書
館
前
）

◆
内
容　
「
遺
言
の
す
す
め
」

◆
受
講
料　
無
料

◆
定
員　
先
着
20
人

◆
申
込
方
法　
電
話
で
申
込

※
個
別
相
談
も
受
け
付
け
ま
す（
予
約
優
先
）

　

午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

◆
今
後
の
予
定　
３
月　

社
会
福
祉
士

　
「
社
会
福
祉
士
っ
て
ど
ん
な
人
？
」

　

※ 

法
テ
ラ
ス
は
国
が
設
立
し
た
公
的
な
法

人
で
す
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松

　

☎
０
５
０

－

３
３
８
１

－

３
８
０
３

　県と県立医科大学では、震災後4カ月間の外部被ばく線量を推計する基本
調査について、この度、より記入・回答しやすい問診票の『簡易版』を作成しま
した。この『簡易版』は、避難などの移動回数の少ない方がご利用いただけます。
『簡易版』で回答できるかどうかをお調べしますので、基本調査問診票の回答
がお済みでない方はお問い合わせください。なお、『簡易版』はえぽか2階保健
課窓口で準備していますのでにお気軽にお申し出ください。基本調査の結果
はお一人おひとりにお知らせしますので、皆さんの将来の健康管理のためにぜ
ひご提出ください。
◆問い合せ先
　福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　☎０２４－５４９－５１３０　(土･日･祝日を除く午前9時から午後5時）

市
民
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ

「
法
テ
ラ
ス
二
本
松
」

弁
護
士
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

市
民
卓
球
大
会
参
加
者
募
集
の

お
知
ら
せ

県民健康管理調査　基本調査問診票『簡易版』ができました！
福島県からのお知らせです。
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㈱カミカワ服飾

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

県
内
事
業
所
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆ 

対
象　
平
成
27
年
３
月
に
大
学
等
を
新
規

卒
業
予
定
の
方

◆ 

内
容　
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

担
当
者
の
事
業
・
職
務
内
容
の
説
明
、
今

後
の
採
用
計
画
等
の
情
報
提
供
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情

報
提
供
な
ど

◆
そ
の
他

　

・
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

　

・ 

参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前
に
、
福

島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

ま
す
。

◆
日
時
・
場
所
な
ど

郡
山
会
場

　

日
時　
２
月
25
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　

場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　

☎
０
２
４

－

９
２
７

－

４
６
３
３

福
島
会
場

　

日
時　
３
月
13
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　

場
所　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　

☎
０
２
４

－
５
３
４

－

０
４
６
６

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

◆
融
資
額　

　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内

◆ 

利
率　

年
２
・
35
パ
ー
セ
ン
ト（
母
子
家

庭
ま
た
は
世
帯
年
収（
所
得
）２
０
０
万
円

（
１
２
２
万
円
）以
内
の
方
年
１
・
95
パ
ー

セ
ン
ト
）平
成
25
年
11
月
11
日
現
在

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０

－０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

■バルーンアート教室
　と　き：２月９日（日）10:00 ～ 11：00
　内　容：  風船をひねったり組み合わせたりして、花や

イヌなどを作ります。
　定　員：30人
■ひなまつりお茶会
　と　き：３月２日（日）10:30 ～ 12：00
　内　容：  おいしい抹茶をいただいて心和やかにひなま

つりをお祝いしましょう。
※いずれも参加費は無料です。
◆問い合わせ先　えぽか☎６３－２７８０

イベント 「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

納税は納期限までに!!
　税金は、その目的によりさまざまな事業を実施するうえで、
重要な財源になります。
　近年市税の滞納額は増えていて、市の厳しい財政運営をさら
に苦しくしている状況が続いています。市税は市が行政サービ
スを提供するための貴重な財源であり、このまま滞納額が増え
続ければサービス低下などの影響も予想されます。例えば国保
税は、国保会計の運営のためだけに使われることから、滞納額
が増えると制度自体の運営が難しくなってくるのです。
◆納期限までに納めないと
　 　「滞納」とは納税者が期限までに納付していない状態をいい、
税金を滞納したままにしておくと滞納処分を受け、強制的に税
金の徴収を受けることになります。納期限までに納付がない場
合20日以内に「督促状」を、それ以降も納付がない場合は「催告
書」を送付し、納付を促します。それでも納付がない場合は滞
納処分となり、財産（不動産、給与、預貯金、生命保険など）
の差し押さえを執行します。
◆滞納処分を受ける前に困ったときはまず相談
　 　病気や失業などさまざまな理由により、市税を納期限内に納
めることができない場合、納付について随時相談に応じていま
す。詳しい事情を確認した上で納税計画を立て、必要な手続
きを案内します。滞納処分を受ける前に、早めに相談いただく
ことが大切です。
　口座振替をご利用ください　
　 　「納税したいけどいろいろ忙しくて…」。そんなあなたにおす
すめする口座振替制度。市税を指定した預金口座から自動的
に振り替えて納付する制度です。納付のために出向くこともな
く、納期限を過ぎることもありません。安心・便利な口座振替
をぜひ、ご利用ください。
◆問い合わせ先
　税務課収納係☎３３－１１１１（内線１６１・１６２）

大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
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２月１１日（火）建国記念の日

２月１日（土）～２８日（金）

２月１３日（木）～ 15日（土）
○定期点検整備のため

　上記期間中は、ごみステーションへごみを出さな
いようご協力をお願いします。

　上記期間中は、もとみやクリーンセンターへの個
人搬入はできません。
◆ 問い合わせ先
もとみやクリーンセンター ☎３３－５４９９
生活環境課　環境係 ☎３３－１１１１
 （内線１１３）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
 ☎４４－２１１４（直通）

① 家具の位置、固定や収納方法などを点検しましょう。
② 家周辺の落下物、避難経路の確保などを確認しましょう。
③   非常持出品となる食料や薬は、期限の点検を忘れないように
しましょう。

④ 家族全員の連絡方法や避難場所を決めておきましょう。
⑤ 特にお年寄りや子どもの避難方法について話し合いましょう。
⑥ 火災を最小に食い止めるため、消火器を準備しましょう。
⑦   被災時は家族が協力することが大切です。一人
ひとりの役割を決めるなどし、慌てず行動がで
きるよう準備しましょう。

※ 　災害が発生し被災した場合、自助、共助がと
ても大切になります。地域ぐるみでも防災の話し
合いをすることが必要です。

地震が起こったときを考え、被害を最小
限に食い止めるためにつぎのことを確認
しておきましょう。
◆問い合わせ先
　安達地方広域行政組合
　　北消防署　☎２４－１５７３
　　南消防署　☎３３－２８７５

　択捉島、国後島、色丹島および歯舞群島からなる
北方四島は、歴史的に見ても、また、国際間の諸取
り決めに照らしても明らかにわが国固有の領土です。
北方四島の一日も早い返還を実現するために、国の
外交交渉を後押ししましょう。
◆問い合わせ先
　北方領土返還要求運動福島県民会議事務局
　☎０２４－５２１－７０１３

皆さん
地震への備えは大丈夫ですか？
家族で確認
　　地震の備え！

平成２５年分確定申告の納付期限
および振替日

　※納税には振替納税が便利です。
　※振替納税をされる方は、預貯金残高のご確認
をお願いします。

前々年の課税売上高が、１，０００万円を超えると
消費税の課税事業者となります。

◆問い合わせ先
　二本松税務署☎２２－１１９２

「多重債務相談窓口」のご案内
　受付時間　平日8：30～ 17：15
　電話　０２４－５３３－００６４（相談窓口直通）

「出前講座」のご案内
　「なりすまし詐欺」などの金融犯罪被害に巻き込ま
れないよう、日頃から注意していただきたい内容な
どを、わかりやすく説明します。講演料は無料です
のでお気軽にご連絡ください。

◆問い合わせ先
　福島財務事務所理財課
　☎０２４－５３５－０３０３

◆問い合わせ先　子ども福祉課（家庭児童相談員）　☎３３－１１１１（内線１３５・１３６）

確定申告納付期限のお知らせ

福島財務事務所からのお知らせ

ごみの収集を休みます

個人搬入のお休み

児童虐待を防ぎましょう ～さしのべた その手がこどもの 命綱～

全国共通ダイヤル
０５７０－０６４－０００

（２４時間、児童相談所につながります）

　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で
子どもたちを虐待から救えます。「おやっ？」と気にな
ることがありましたら迷わず連絡してください。

申告所得税 消費税および地方消費税
納付期限 3月17日（月） 3月31日（月）
振 替 日 4月22日（火） 4月24日（木）

毎年2月7日は｢北方領土の日」です
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悩み事の解決方法、専門家に聞いてみませんか

予約受付：平日 9 時～ 17 時 
二本松市本町 1 丁目 60-2 

（二本松図書館前）
※1　行政書士・社会福祉士・社会保険労務士
※2　税理士・建築士・土地家屋調査士

☎0503381-3803
二本松 相談時間 担当 月 火 水 木 金

● ● ● ● ●
●

●※１ ●※2

弁 護 士
司法書士
専 門 家

10時30分
～15時30分

漏水当番のお知らせ
月　日 水道工事指定店 電 話 番 号

2 月 1 日（土） ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
2 月 2 日（日） ㈲須藤住機工業 48-2357
2 月 8 日（土） ㈲ 三 和 設 備 44-4542
2 月 9 日（日） ㈲ 浜 野 和 水 道 33-2788
2 月11日（火） ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
2 月15日（土） オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
2 月16日（日） ㈲ 光 設 工 業 所 48-2413・33-1895
2 月22日（土） ㈱ 小 山 設 備 33-3031
2 月23日（日） ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
3 月 1 日（土） ㈲須藤住機工業 48-2357
3 月 2 日（日） ㈲ 三 和 設 備 44-4542
※�宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応となり
ます。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

▽
本
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
理
事
長
　
根
本
守
さ
ん
）

　

◎
市
政
発
展
の
た
め

　

・
門
松　

１
対

▽
エ
フ
・
ア
ー
ル
企
業
組
合

　（
代
表
理
事
　
斎
藤
邦
正
さ
ん
）

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
シ
ア
株
式
会
社

　（
代
表
取
締
役
　
御
旅
屋
貢
さ
ん
）

　

◎
小
学
校
、
中
学
校
の
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ
ス
ク　

�

１
万
９
，
８
０
０
枚

▽
あ
げ
お
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　（
実
行
委
員
長
　
菊
池
久
美
雄
さ
ん
）

　

◎
農
業
振
興
の
た
め

　

・
現
金　

４
万
７
，
３
７
８
円

　

皆
さ
ん
。
高
木
の
南
消
防
署
付

近
か
ら
見
る
安
達
太
良
山
は
、
毎

年
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
山
の
中

腹
に
ハ
ー
ト
型
に
積
も
っ
た
雪
が

現
れ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ど
う
も
調
べ
て
み
る
と
、
地
元

で
は
こ
の
ハ
ー
ト
を
「
幸
せ
運
ぶ

白
い
ハ
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12月の交通事故発生状況

市のすがた

（　）は、対前月比
※�集計方法の違いにより福島
県が公表する数値と異なる
ことがあります

郡山北警察署本宮分庁舎
より（　）は１月からの
累計

平成26年１月１日現在

男 性 15,034人（△19）
女 性 15,601人（△23）
総人口 30,635人（△42）
世帯数 9,725世帯（△ 4）

件 数 死 者 傷 者
本 年 12（134） 0（1） 15（157）
前 年 13（145） 0（0） 14（167）
増 減 -1（-11） 0（1） 1（-10）

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません
◆問い合わせ先
　建設課建築係☎ ３３- １１１１( 内線１４５）

納期のお知らせ
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料
上 下 水 道 使 用 料
集 落 排 水 使 用 料
下水道受益者負担金
住 宅 使 用 料
住 宅 駐 車 場 使 用 料
保 育 所 保 育 料
幼 稚 園 保 育 料
幼稚園預かり保育料
放 課 後 児 童 保 育 料

４期
８期
８期
７期

12・1 月分
12・1 月分

4期
2月分
2月分
2月分
2月分
2月分
2 月分

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

水道管の凍結防止について
　本格的な冬を迎え、気温低下による水道管の凍結や破裂が多く発生しま
す。凍結の恐れのあるところでは、電熱線を巻くなどして、水道管やメーター
器を寒さから守る処置をしてください。
　万一、水道管が破裂した場合は、水道メーターボックス内の水抜きバル
ブを閉め、本宮市指定の水道工事業者に修理を依頼してください。
　また、凍結等によりメーター器が破損した場合は、お客様（水道使用者）
のご負担で修理となりますのでご注意ください。

※�口座振替をご利用
の方は、上記納期
限の前日までに、
残高の確認をお願
いします。

納期限
2月28日（金）

お詫びと訂正 広報もとみや1月号9ページに掲載した内容に誤りがありました。お詫びして訂正します
○民生委員・児童委員へ感謝状贈呈　（誤）渡辺　宮さん　（正）渡辺宮子さん

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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保健衛生だより保健衛生だより保健衛生だより
種 類 対 象 月 日 受付時間 場 所

４ カ 月 児 健 康 診 査 平成25年10月1日～10月31日生まれ ２月２7日(木) 13:00 ～ 13:30

えぽか
（本宮市民元気いき

いき応援ブラザ）
※本宮字千代田地内

10 カ 月 児 健 康 診 査 平成25年4月1日～4月30日生まれ ２月２0日(木) 13:00 ～ 13:30
１歳６カ月児健康診査 平成24年7月1日～7月31日生まれ ２月19日(水) 13:00 ～ 13:30
３ 歳 児 健 康 診 査 平成22年10月1日～10月31日生まれ ２月２6日(水) 13:00 ～ 13:30

親 と 子 の 健 康 相 談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ２月 ５ 日(水)
3月 ５ 日(水) 10:00 ～ 11:00

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）発行しております。】

問い合わせ先　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎ 63－2780

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院 
（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

診療時間 9:00～17:00（昼休み 12:00～14:00）※は、9:00～12:00

◎夜間（18：00～翌日8：00）　●休日＋夜間（8：00～翌日8：00）

2月の健診日程

日曜・祝日当番医

病院群輪番制日程表

休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますようお願いします。
なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。【小児】は、小児科の当番医療機関

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

きぼうホットライン ☎０２４３－３４－５５６０
（相談して）        み よう     こ  こ  ろ まる 　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて

生活しています。ひとりで抱え込まずに相談して
みませんか。本人・家族どなたでも相談可能です。
　予約不要、秘密は厳守します。

２月２日（日）
しんいち内科 （二本松市油井字福岡）24－8420
和田医院 （二本松市小浜） 55－2303
（医）上遠野内科医院【小児】 （本宮市本宮字荒町） 33－5866

３月２日（日）
渡辺医院【小児】 （二本松市正法寺町）62－3000
本田レディスクリニック （二本松市本町） 22－0301
（医）慈久会　谷病院 （本宮市本宮字南町裡） 33－2721

３月９日（日）
土川内科小児科【小児】 （二本松市槻木） 22－6688
ばばクリニック （二本松市油井） 24－7122
（医）落合会　東北病院 （本宮市青田字花掛） 33－2588

２月９日（日）
土川内科小児科【小児】 （二本松市槻木） 22－6688
（医）静心会　斎藤医院 （二本松市若宮） 22－0036
いしわたクリニック （本宮市荒井字東学壇）63－2826

２月11日（火）
（医）森小児科医院【小児】 （二本松市郭内） 22－3215
（医）辰星会　枡病院 （二本松市本町） 22－2828
吉田耳鼻咽喉科医院 （本宮市本宮字万世）34－1330

２月16日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
（医）安斎内科胃腸科医院 （二本松市若宮） 22－3001
（医）国分整形外科医院 （本宮市本宮字仲町）33－1088

２月23日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）外科胃腸科肛門科原医院（二本松市若宮） 23－2111
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字平内）24－1028

月 ２月 ３月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
曜　日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

枡 記 念 病 院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
枡 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
二 本 松 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎
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